令和２年度事業報告書

特定非営利活動法人　工房あおの丘

1． 事業の成果

（就労継続支援Ａ型）
（1） 年間目標について
・スタッフ間の連携、情報共有に努め、個別支援計画に基づいたサービスを提供できた。
・利用者の活動においては、就労を主とし、個別のニーズに応じたサービス提供と活動の参加を募
った。今年度は感染症対策から少人数での企業見学となったが、個別に対応できる利点があった。
（２）利用実績について
・今年度の結果として、サービス終了者2人減の6人となる。
（３）職員配置について
　・取引企業の専属職員の配置により、企業の生産現場との連絡、情報交換等が速やかになり、状況に応じた受注量の確保にも繋がっている。
（４）就労支援事業について　
　・主としている部品点検作業について、工場全体の受注生産が大幅に下がっているが、現在請け負
っている作業は他に比べ落ち込みが低く、収支として大きな変動はない。受注を確保できたこと、
上半期は通所利用者が安定していたこと、状況に応じて利用者と職員配置の調整ができたことが
大きい。
（就労継続支援B型）
（１）年間目標について
・利用者のニーズに沿った作業を予定に組み、提示を行なう事が出来た。スタッフ間で利用者のモニタリングを支援会議等で行ない、共通した支援に取り組むよう努めた。
・利用者に適した支援ツールや自助具を提示し、作業配置にも配慮を行なった。
・声を掛けて頂いた作業には、従事する事が出来た。ただ、作業管理について指摘を受ける事があり、繁雑になりやすい管理を今後は徹底して行なっていく必要性がある。より多くの作業に従事し増益に繋げる為にも、作業の流れを見直し、ダブルチェックなど管理体制を整え、適切かつ安定した作業運営を行なっていく。
（２）利用実績について
・１日平均利用人数は、利用定員人数より下回る。(４月～12月の9か月間の月平均１日平均利用人数：ラヴォーロあおの丘with16.5人(年間設定最低人数17.0人)、工房あおの丘13.4人(年間設定最低人数12.4人))
ただ、相談支援専門員からの見学などの依頼には随時対応を図り、体験希望にも対応を図る事で、新規利用者の利用実績に繋げる事が出来た。
（３）職員配置について
・就労継続支援Ｂ型サービスが２事業所化になった事で、業務分担や相談が行なう事が以前より出来、大変良かった。
・課題となっていた配食サービスふれ愛へのスタッフ配置が不十分だった。理由としては、作業室で行なう作業内容の種類が増えた事で、スタッフ配置を受託作業に優先し、また、作業室以外での作業も多くなった事で、スタッフが分散された事によるものである。
（４）就労支援事業について
　・就労に向けた支援は、合同面接会が中止になる等しており、具体的に進める事が出来なかった。
　 しかし、障害者就業・生活支援センターの定期面接は継続しており、その中でチャレンジトレーニングの話が挙がる等しており、具体的な形に話しを進めていきたい。
　　・授産作業の中で今年度からの新たな外部作業は取れなかったが、定期的に行なえているＧＨ清掃や、施設外での作業を通じて、就労に向けた意欲の向上や、心構えを身に着ける事につなげることが出来ている。
・作業分野は、今年度も自主製品より受託製品を主として作業を行ない、売り上げの大部分を占めている。
・受託製品は、元請け企業から、新しい作業が多数入ってきており、作業単価のアップに繋げる事が出来ている。しかし、その反面、作業が多様化した事で進捗管理や品質管理が難しくなってきており、企業側からもその旨指摘を受けている。受注状況の整理と、利用者特性を考慮した作業場作りを進めていきたい。
（生活訓練）
（１）利用実績について
・今年度の利用実数は２名である。
（2） 活動について
・就労支援の前段階の支援サービスとして、障がい者の状態に応じての集団への適応や社会参加訓練を、
作業活動などを通して実践した。
（生活介護）
（１）年間目標について
・生活介護全体での活動では、「能力を生かす」「ADLの維持向上」「心身の安定」といった個々の対応に到達しておらず、現状では難しい。
・スタッフは、利用者の情報共有を常に心がけ、連絡・報告は、日誌を活用し、向上している。
（２）利用実績について
・平均利用人数は、利用定員人数より下回っている。ただ、現場の対応は、スタッフの体制が安定してきたものの、現状維持が精一杯な状況である
（３）職員配置について
・正職職員が増員配置された事により、体制としては、安定している。
　
　（４）活動について
・新型コロナの影響で、中止になった行事が多かった中で、大きな行事として、あおの丘オリンピックやウインターパーティがあった。
　　・通常は、「調理」「創作」「買い物」「歌・レクリエーション」「作業活動」といった活動を曜日ごとにグループで取り組んでいる。
（放課後等デイサービス）
（1） 年間目標について
・視野を広く持つことで、児童の特性のほか、取り組む活動での得意な部分の発見を行っていたが、
得意なことに固執してしまう傾向もあり、経験を重ねることができなかった。得意な内容を本人
たちの活動選択に入れながらも、様々な経験を重ねられるような提示の仕方が必要であった。
児童の行動に対して、なぜこのような行動をしているかを話す時間が不足し、職員の中に疑問が
生じたまま支援している状況もあり、職員間での連携を高め、会議の場での発言を躊躇せず行え
る環境づくりが必要である。
・一貫性のある支援を目指し、どのような目的でどのような支援を行っていくか、各事業所や学校
との連携を図った。ただ、新型コロナの影響もあり、4月以降からの学校休校期間もあり、さら
に連携が難しい状況でもあった。
（2） 利用実績について
・2020年は放課後等デイサービス事業を2事業所にする予定であったこともあり、一日の利用人
数については増加している。
（３）職員配置について
・一日の利用人数が昨年度よりも増えている状況であったが、一日の職員配置数は増えていない状
況であった。ボランティアの方やアルバイトの方の配置で職員配置をカバーしている状況であっ
たが、活動前の準備、受入、送迎の面において、現状の職員配置で考えることが困難な状況もあった。
（４）環境、備品整備等について
・2020年は、旧入善幼稚園の新事業所も併用したこともあり、職員、児童とも　に新しい環境での活動となった。実際、活発な活動に適した空間や個別スペースの確保もできたことにより、集団での活動のみならず、個人の活動を集中して取り組める環境を提供できるようになった。
（５）活動について
・新型コロナの影響を受けながら、環境面や支援面にこれまで以上に留意して、計画に沿って実践できた。
（同行援護）
職員の配置が取れず、Ｈ29年10月より休業となる。
　
（相談支援）
（１）職員配置について
・2名で、今年度は計画相談支援ケース、障がい児相談支援をそれぞれ担当するという体制で事業を
運営している。
収支の面から考えてもこの職員配置数が妥当だと捉えている。
（２）業務
・契約者数は、目標の「利用者数の減にならないように努める」は達成できている。
・計画およびモニタリング作成については、全てが定められた時期に間に合っているわけではないが、
毎月末に状況を確認し、作成予定を修正しながら遂行することができている。
・加算をできる限りとる前提で予算組みされていたが、まだ不十分。
昨年度の課題として、対応の必要な利用者と、生活状況が落ち着いており特別な対応は必要でない
利用者との関わり具合に偏りが生じており、利用者全員に均等な関わりができるよう努めていきた
い、という点を挙げていたのだが、改善できていない。定期的に加算をとることなどによりなるべ
く均等な関わりをするようにこれまで以上気をつけていきたい。
・自立支援協議会　相談部会には、これまでに引き続きなるべく参加するように努めている。新川圏
域の相談支援専門員との連携を図ることができる、地域資源について新しい情報を得ることができ
る、地域の支援の現状について知ることができる、などの点で参加の意義があると考えており、来
年度も業務の調整をしながら参加を継続していきたい。
　
※別紙「利用者実績一覧表（2020年度）」参照
2． 事業の実施に関する事項

（1） 特定非営利活動に係る事業

	定款の事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者

の人数
	受益対象者の

範囲及び人数
	支出額(円)

	①障がい者(児）の自立生活支援及び社会参加支援事業
	・就労継続支援Ａ型事業・就労継続支援Ｂ型事業・生活訓練事業・生活介護事業・相談支援事業・日中一時支援事業・施設外就労訓練事業・農水商校連携事業
・スポーツ・外出・年中行事などのレクリエーション活動
	月～金

9：30～16：00

土日祝祭日あり
年間事業日数

248日
	工房あおの丘
（入善町道古）
ラヴォーロあおの丘New
施設外就労先事業所（入善町・黒部市）
配食のふれ愛にいかわ店（入善町青木）
	スタッフ23名
ボランティア延べ43名
	１．県内在宅身体･
　　知的障がい者（児）
２．県内在宅精神障がい者
３．県内在宅高次脳機能障がい、学習障がい等に該当する者

※実績は、別紙１参照
	123,800,000円

	②障がい者(児）の地域生活支援事業
	・放課後等デイサービス事業・相談支援事業
・プールやレクリエーション施設などへの外出
	月～金、土
9：00～18：00

年間事業日数

248日


	のびのbe-サポートあおの丘（入善町田ノ又、上野）
外出場所
	スタッフ10名

ボランティア延べ50名
	県内在宅身体･知的・発達障がい児の内　
※実績は、別紙１参照
	31,220,000
円

	③地域福祉の理解と啓発のための広報及び交流事業
	・あおの丘マーケット（年1回）
・広報誌発刊

	9月29日
6・9・12月・
3月
	朝日町サンりーナ
	イベント・行事ボランティア延べ9名
	延べ参加者63名
800部*4回

	1,000,000
円

	④人材育成事業
	・専門学校・教育機関生徒実習受入
・14歳の挑戦受入
	
	
	0名
0名


	
	0


（2） その他の事業
	定款の事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者

の人数
	受益対象者の

範囲及び人数
	支出額(円)

	他事業所物品販売事業
	・実施せず
	
	
	
	
	0


2

